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平
成
29
年
４
月
15
日
、
長
岡
市

台
町
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

長
岡
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
平

成
29
年
度
評
議
員
会
で
、
阿
部
会

長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
選
出
さ

れ
た
森
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
目
的
・
主
張
の
異

な
る
県
下
の
山
岳
団
体
を
、
日
本

山
岳
会
越
後
支
部
の
実
働
者
が
中

心
と
な
っ
て
ま
と
め
、
昭
和
22
年

６
月
28
日
に
発
足
、
今
年
で
70
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
先

人
が
各
種
の
登
山
講
習
会
の
開
催

や
国
民
体
育
大
会
競
技
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
県
登
山
界
に
一
定
の

役
割
を
果
た
し
築
い
て
き
た
新
潟

県
山
岳
協
会
の
歴
史
の
重
さ
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

節
目
の
年
に
あ
た
る
本
年
度
、

70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
10
月

28
日
に
海
外
登
山
講
演
会
（
講
師

は
重
廣
恒
夫
氏
、橋
本
し
を
り
氏
）

と
平
成
30
年
１
月
27
日
の
新
年
会

を
祝
賀
会
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

多
く
の
団
体
・
会
員
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
体
育
大
会
山
岳
競

技
が
自
然
界
で
の
登
山
競
技
か
ら

人
工
壁
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
に

変
わ
り
、
日
本
山
岳
協
会
が
公
益

社
団
法
人
と
な
り
、
更
に
本
年
４

月
か
ら
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
に
名
称
変
更
さ

れ
る
な
ど
、
当
協
会
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

従
来
か
ら
、
登
山
団
体
か
競
技

団
体
か
の
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、

当
協
会
の
事
業
は
専
門
委
員
会
の

活
動
が
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
役
割
を
十

分
に
果
た
す
こ
と
で
当
協
会
の
発

展
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
第
４
次
登
山

ブ
ー
ム
と
も
い
わ
れ
、
山
登
り
を

楽
し
む
人
た
ち
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
登
山
人
口
の
増
加

が
、
山
岳
会
の
会
員
増
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
の
現
実
も
あ
り

ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
山

岳
会
の
解
散
と
い
う
近
年
の
実
態

も
あ
り
、
加
盟
団
体
と
共
に
会
員

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
策

を
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
競
技
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
種
目
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
一
躍
注
目
度
が
増
し
て
き
ま

し
た
。県
下
の
現
状
を
見
ま
す
と
、

中
高
校
生
に
男
女
と
も
全
日
本
ク

ラ
ス
の
選
手
が
現
れ
、
今
後
に
期

待
が
持
て
ま
す
。
こ
れ
ら
の
選
手

た
ち
の
活
躍
に
よ
っ
て
競
技
人
口

の
増
加
が
図
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
は
北
信
越
国
体

が
新
潟
県
を
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
当
協
会
が
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の
運
営
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
盟
団
体
の

協
力
な
く
し
て
は
運
営
が
で
き
ま

せ
ん
。
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

登
山
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
両
輪
と
し
て
、
２
年
間
の
任

期
を
務
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
加
盟
団
体
各
位
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て

�

会
長　

森　
　
　

庄　
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第
65
回
自
然
保
護
研
修
会
は
、

平
成
29
年
５
月
13
日
（
土
）
～
14

日
（
日
）、
三
条
市
下
田
地
域
の

「
よ
っ
て
げ
邸
」
を
会
場
に
開
催
。

　

今
回
は
、
三
条
市
下
田
地
域
の

低
山
部
の
自
然
観
察
と
自
然
保
護

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

主
題
と
し
た
。

　

13
日
15
時
よ
り
坂
野
副
委
員
長

の
司
会
に
て
研
修
会
が
開
始
と

な
っ
た
。
遠
藤
県
山
協
顧
問
（
日

本
山
岳
会
越
後
支
部
長
）
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
、
委
員
長
伊
藤
の
挨

拶
の
後
、
三
条
市
在
住
の
植
物
同

好
じ
ね
ん
じ
ょ
会
会
員
の
刈
屋
寿

氏
か
ら
「
下
田
山
塊
の
植
物
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
参
加

者
は
22
名
で
あ
っ
た
。

　

下
田
山
塊
に
お
い
て
見
ら
れ
る

植
物
の
特
徴
及
び
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の

生
態
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
い

た
だ
き
、
こ
の
地
域
の
自
然
保
護

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

特
に
、
粟
ヶ
岳
に
生
育
す
る
ヒ

メ
サ
ユ
リ
は
自
生
の
も
の
で
あ
る

と
の
お
話
で
、
そ
の
生
育
環
境
の

保
護
・
回
復
の
意
義
と
必
要
性
が

確
信
で
き
大
変
有
意
義
だ
っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
用
意
さ
れ

た
と
ん
汁
や
持
ち
寄
っ
た
酒
肴
と

銘
酒
で
懇
親
会
開
始
。
講
師
先
生

を
囲
み
、
自
然
保
護
の
在
り
方
、

県
内
の
植
物
の
生
育
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
談
義
に
花
が
咲
き
、
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
山
仲
間
と
の
懇

親
が
続
い
た
。
し
か
し
、
翌
日
の

山
歩
き
に
備
え
早
め
に
就
寝
し

た
。

　

14
日
は
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
に
13

名
が
参
加
し
た
。
八
木
鼻
袴
腰
山

登
山
口
か
ら
袴
腰
山
を
経
由
し

て
、
粟
薬
師
分
岐
へ
登
り
粟
ヶ
岳

下
田
登
山
口
へ
の
コ
ー
ス
を
楽
し

ん
だ
。
今
年
は
開
花
が
遅
く
ヒ
メ

サ
ユ
リ
の
花
は
全
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
、
ブ
ナ
な
ど
の
新
緑
の
中
、
柔

ら
か
な
落
葉
の
山
道
を
山
草
な
ど

の
自
然
観
察
し
な
が
ら
歩
い
た
。

広
く
は
な
い
が
よ
く
整
備
さ
れ
た

静
か
な
道
は
、
清
浄
な
感
じ
が
し

て
心
地
良
か
っ
た
。

　

設
営
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
見
附

山
岳
会
、
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。研

修
会
に
参
加
し
て

�

高
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

�

伊
藤　

明
徳

　

今
年
の
春
の
自
然
保
護
研
修
会

は
三
条
市
下
田
地
区
「
よ
っ
て
げ

邸
」
で
ヒ
メ
サ
ユ
リ
等
の
講
演
、

登
山
は
粟
ヶ
岳
山
麓
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
聞
き
、
参
加
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

初
日
の
講
演
参
加
は
22
名
、
講

師
は
地
元
の
植
物
研
究
家 

刈
屋 

寿
さ
ん
。
お
若
い
頃
は
谷
川
岳
へ

通
う
ク
ラ
イ
マ
ー
だ
っ
た
が
、
事

故
で
右
腕
を
失
っ
た
後
の
40
年
程

前
に
植
物
に
詳
し
い
人
と
偶
然
出

会
い
、
そ
れ
か
ら
植
物
研
究
に
の

め
り
こ
ん
だ
と
い
う
。
集
め
た
標

本
が
４
万
５
千
点
と
言
わ
れ
た
の

に
驚
い
た
が
、
新
聞
紙
の
交
換
等

あ
ま
り
に
労
力
が
か
さ
む
の
で
最

近
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
に
さ

れ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
細
か
な

採
取
場
所
を
そ
の
日
の
内
に
入
力

し
て
保
存
す
る
と
は
大
変
な
手
間

だ
と
感
じ
た
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
本
題
ヒ
メ
サ
ユ

リ
の
話
。
ま
ず
県
内
で
は
長
岡
以

北
が
分
布
域
で
、
以
南
は
サ
サ
ユ

リ
だ
と
い
う
。
た
し
か
に
六
十
里

越
か
ら
南
の
越
後
三
山
に
は
咲
い

て
な
い
。
数
十
年
前
ま
で
は
下
田

地
区
で
は
山
麓
で
も
普
通
に
自
生

し
て
い
て
、
粟
ヶ
岳
で
は
麓
か
ら

山
頂
ま
で
沢
山
咲
い
て
い
た
。
残

念
な
こ
と
に
、
現
在
、
高
城
な
ど

ヒ
メ
サ
ユ
リ
で
有
名
な
場
所
は
大

体
球
根
を
植
え
た
も
の
で
、
山
麓

地
域
で
自
生
し
て
い
る
所
は
少
な

い
そ
う
だ
。
も
う
一
つ
の
ア
ワ
ガ

タ
ケ
ス
ミ
レ
は
20
年
前
Ｄ
Ｎ
Ａ
解

析
で
新
種
と
認
め
ら
れ
た
が
、
日

本
ス
ミ
レ
の
会
は
未
だ
単
な
る
交

雑
種
だ
と
異
議
を
唱
え
て
い
る
と

い
う
。

　

最
後
に
観
光
の
経
済
効
果
を

狙
っ
て
従
来
の
生
態
系
を
無
視
す

る
最
近
の
風
潮
を
嘆
か
れ
、「
採

る
の
も
良
く
な
い
が
、
植
え
る
の

は
な
お
悪
い
」
と
言
わ
れ
た
。
皆

さ
ん
方
自
然
保
護
指
導
員
の
腕
章

を
付
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
本
来

そ
こ
に
無
い
植
物
が
生
え
て
い
る

の
を
見
た
ら
、
理
不
尽
な
非
難
を

恐
れ
ず
勇
気
を
持
っ
て
抜
い
て
下

さ
い
で
講
演
を
終
え
、
そ
の
晩
は

講
師
の
刈
屋
さ
ん
も
含
め
12
名
で

楽
し
く
懇
談
し
た
。

　

２
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
は

幸
運
な
こ
と
に
晴
天
と
な
り
、
参

加
人
員
は
県
山
協
個
人
会
員
な
ど

の
当
日
参
加
４
名
を
含
め
13
名
と

な
っ
た
。

　

山
麓
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

だ
か
ら
登
山
道
よ
り
は
楽
な
は
ず

が
、
８
時
半
八
木
ヶ
鼻
登
山
口
出

第
六
五
回
自
然
保
護
研
修
会
開
催

�

自
然
保
護
委
員
長　

伊　

藤　
　
　

直
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発
前
に
伊
藤
リ
ー
ダ
ー
か
ら
今
日

の
コ
ー
ス
は
登
り
下
り
激
し
く

み
っ
ち
り
６
時
間
か
か
る
と
言
わ

れ
、
ち
ょ
っ
と
不
安
に
な
る
。

　

最
初
は
袴
腰
山
東
の
「
見
返
り

の
丘
」
４
５
０
ｍ
ま
で
急
登
２
時

間
、
標
高
差
３
７
０
ｍ
。
暑
く
て

も
う
バ
テ
気
味
。
隣
の
袴
腰
山
は

80
ｍ
高
い
だ
け
だ
が
、
ち
ょ
っ
と

下
っ
た
後
ロ
ー
プ
の
急
登
で
戻
っ

て
来
る
ま
で
30
分
か
か
っ
た
。

　

11
時
近
く
い
よ
い
よ
粟
薬
師
下

降
点
ま
で
縦
走
開
始
。
い
き
な

り
「
鹿
熊
越
え
」
の
鞍
部
へ
80
ｍ

下
り
、
そ
れ
か
ら
最
初
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
「
上
沢
見
晴
場
」
ま
で

80
ｍ
登
っ
て
標
高
４
５
０
ｍ
。
山

は
行
く
手
東
の
粟
ヶ
岳
残
雪
少
な

い
が
、
南
の
２
０
０
ｍ
以
上
高
い

守
門
岳
は
ま
だ
白
い
。
ち
ょ
っ
と

下
っ
て
五
百
川
下
降
点
通
過
が
正

午
頃
、
こ
れ
で
半
分
来
た
と
思
っ

た
が
後
で
１
／
３
と
知
る
。
昼
食

は
水
場
の
は
ず
だ
っ
た
が
、
と
て

も
無
理
と
、
こ
の
後
12
時
台
ブ
ナ

林
で
30
分
大
休
止
。
そ
の
後
ま
た

４
５
０
ｍ
へ
登
り
、
次
、「
ぶ
な

の
杜
」。

　

３
３
０
ｍ
ま
で
降
り
て
こ
こ
が

縦
走
路
最
低
点
。
私
は
大
体
最
後

尾
を
歩
い
て
い
た
が
、
と
に
か
く

暑
く
て
参
っ
た
。
13
時
半
頃
待
望

の
水
場
で
一
服
。
水
は
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
出
だ
が
冷
た
く
お
い
し

い
。
し
か
し
、
こ
の
後
「
山
伏
塔

見
晴
場
」
４
９
０
ｍ
か
ら
60
ｍ
の

下
り
ガ
レ
場
が
最
も
嫌
ら
し
い
。

そ
こ
か
ら
粟
薬
師
下
降
点
６
３
０

ｍ
ま
で
こ
の
日
最
大
の
２
０
０
ｍ

を
登
る
。

　

下
降
点
近
く
な
る
と
さ
す
が
に

平
ら
に
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
イ
ワ

カ
ガ
ミ
に
加
え
青
い
花
の
群
落
が

あ
っ
た
が
、
ア
ワ
ガ
タ
ケ
ス
ミ
レ

か
ど
う
か
。
ま
た
涼
し
く
な
る
の

は
い
い
が
、
樹
木
の
枝
か
ら
糸
で

無
数
に
ぶ
ら
下
が
る
「
尺
取
虫
の

カ
ー
テ
ン
」
を
ス
ト
ッ
ク
で
払
い

な
が
ら
進
ん
だ
。

　

15
時
半
頃
下
降
始
め
た
粟
ヶ
岳

登
山
道
は
広
く
て
街
の
歩
道
並
み

で
助
か
る
。
１
時
間
余
で
４
８
０

ｍ
降
り
、
下
山
口
に
朝
置
い
た
車

で
八
木
ヶ
鼻
へ
戻
り
、
17
時
頃
解

散
。
計
画
で
は
15
時
だ
っ
た
の
で

２
時
間
オ
ー
バ
ー
。
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
潟
焼
山
に
登
山
す
る
際
は
、
登
山
届
の
提
出
が

必
要
で
す
！

　

新
潟
県
で
は
、
新
潟
焼
山
の
活
火
山
地
区
に
登
山
す
る
際
の
登

山
届
の
提
出
を
条
例
に
よ
り
義
務
化
し
ま
し
た
。

　

新
潟
焼
山
の
活
火
山
地
区
と
は
、
山
頂
か
ら
半
径
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
内
の
地
域
で
す
。

　

な
お
、
山
頂
か
ら
半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
は
立
入
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

魚
釣
り
や
山
菜
取
り
で
入
山
す
る
際
も
登
山
届
が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
項
目

　

①�

入
山
者
の
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢

　

②
入
山
の
期
間
・
行
程

　

③�

装
備
品
、
飲
料
・
食
料
の
内
容

　

④�

携
帯
電
話
、
無
線
等
連
絡
手
段

　

⑤�

緊
急
時
の
連
絡
先

主
な
届
出
先

　

①�

新
潟
県
防
災
局
防
災
企
画
課

　

②�

新
潟
県
警
察
本
部
地
域
部
地
域
課

　

③�

登
山
口
設
置
登
山
届
提
出
箱
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６
月
24
日
（
土
）～
25
日
（
日
）

に
神
戸
市
立
神
戸
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
日
山
協
主
催
の
標
記

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
が
、

抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

１�

．
ハ
イ
キ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
（
夏

山
リ
ー
ダ
ー
）
資
格
の
新
設
に

つ
い
て

　

日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会
（
以
下
日
山
協
）
は

公
益
社
団
法
人
と
し
て
国
民
す
べ

て
の
登
山
教
育
を
束
ね
る
立
場
に

な
り
ま
し
た
が
、
日
山
協
の
登
山

教
育
は
会
員
に
よ
る
会
員
の
た
め

の
指
導
者
養
成
が
中
心
で
あ
り
、

一
般
登
山
者
が
指
導
者
に
な
る
道

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
。

一
般
登
山
者
へ
の
指
導
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の
会
員
指

導
者
だ
け
で
は
不
十
分
な
た
め
、

一
般
登
山
者
の
中
に
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
日
山
協
の
指
導

委
員
会
及
び
遭
難
対
策
委
員
会
で

「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
委
員
会
」
を
設

置
し
、
国
際
的
な
基
準
（
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
）
に
整
合
す
る
初
心
者
対
象
の

講
習
と
資
格
制
度
の
検
討
試
行
に

入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育

協
会
（
以
下
日
体
協
）
で
も
指
導

者
制
度
を
見
直
す
動
き
が
あ
り
ま

す
。
現
行
の
指
導
員
、
上
級
指
導

員
の
下
に
入
門
者
向
け
の
資
格
を

導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
学
校
現
場
で
部
活
動
を
指

導
す
る
先
生
や
少
年
団
を
指
導
す

る
人
た
ち
が
資
格
を
持
つ
こ
と
を

狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
現
行
の
指
導
員
を

コ
ー
チ
Ⅰ
、
上
級
指
導
員
を
コ
ー

チ
Ⅱ
と
し
、
新
た
に
夏
山
リ
ー

ダ
ー
資
格
を
設
け
、
こ
れ
を
ス

タ
ー
ト
コ
ー
チ
と
す
る
も
の
で

す
。
参
考
ま
で
に
夏
山
リ
ー
ダ
ー

資
格
の
講
習
案
と
し
て
は
、
受
講

生
２
人
～
６
人
に
対
し
１
人
の
講

師
を
配
置
し
、
４
日
間
の
講
習

（
机
上
お
よ
び
実
技
）
を
経
た
の

ち
２
日
間
の
日
帰
り
検
定
を
実
施

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
山
協
お

よ
び
日
体
協
よ
り
今
後
提
示
さ
れ

ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
ま

す
。

　

な
お
、
国
際
基
準
で
は
ハ
イ
キ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
名
称
で
す

が
、
内
容
的
に
登
山
が
前
提
と
な

る
講
習
資
格
で
す
の
で
、
こ
れ
を

夏
山
リ
ー
ダ
ー
と
称
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

２�

．
山
岳
遭
難
救
助
へ
の
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
に
つ
い
て

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
注
目
を
浴
び
る
ド
ロ
ー
ン
で

す
が
、
山
岳
遭
難
に
関
し
て
も

活
用
事
例
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
特
に
遭

難
捜
索
に
お
い
て
は

す
で
に
効
果
を
発
揮

し
て
お
り
、
新
潟
県

で
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
遭
難
者

の
捜
索
に
も
出
動
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
そ

の
他
の
航
空
機
に
よ
り
入
手
し
て

い
た
航
空
写
真
や
動
画
が
簡
単
に

撮
影
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
映
像
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
用
途
は
未
知
数
で
遭

難
捜
索
以
外
の
山
岳
関
係
で
も
利

用
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

研
修
会
で
は
実
技
も
含
め
紹
介

が
あ
り
そ
の
能
力
に
感
嘆
の
思
い

で
し
た
。
一
方
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が

寒
さ
に
弱
い
こ
と
、
積
雪
が
あ
る

と
地
形
判
断
が
難
し
い
、
樹
林
密

集
帯
で
は
捜
索
困
難
、
モ
ニ
タ
ー

が
小
さ
い
（
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
）
た
め
、
遭
難
者
が
画
像
に
捕

ら
え
ら
れ
て
い
て
も
気
づ
き
に
く

い
な
ど
、
現
段
階
で
の
弱
点
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
用
途
に
応
じ
た

対
策
が
取
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思

登山・スキーの専門店

新潟店・長岡店
新潟店　新潟市中央区堀之内南1丁目16-52  TEL(025)241-5134㈹
　　　　営業時間／10:00～19:00
長岡店　長岡市古正寺町110  TEL(0258)89-6901
　　　　営業時間／11:00～20:00（火曜定休日）

平
成
29
年
度
遭
難
対
策
委
員
会
総
会
・

研
修
会
報
告

�

遭
難
対
策
委
員
会　

新　

保　

雅　

稔
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わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
高
度
や
飛
行
範
囲
な
ど

の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
操
縦
技

能
を
証
明
す
る
制
度
が
あ
る
だ
け

で
、
資
格
や
免
許
制
度
は
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
国
土
交
通
省
へ
の

申
請
に
よ
っ
て
条
件
付
き
の
飛
行

操
縦
が
可
能
で
す
。

３�

．
山
岳
遭
難
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

山
岳
遭
難
防
止
に
つ
い
て
各
都

道
府
県
山
岳
連
盟
（
協
会
）
に
お

い
て
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
警
察
庁

発
表
の
通
り
遭
難
者
は
後
を
絶
た

ず
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
関
西
大
学
教

授
で
日
山
協
遭
難
対
策
副
委
員
長

の
青
山
千
彰
氏
か
ら
、
現
在
実
施

し
て
い
る
諸
活
動
以
外
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
青

山
氏
に
よ
る
と
、
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
各
都
道
府
県
遭
難
対
策
委

員
会
が
各
地
に
お
け
る
遭
難
者
の

実
態
を
よ
く
把
握
し
て
い
な
い
状

況
が
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
状

態
で
講
習
会
や
研
修
会
を
実
施
し

た
と
し
て
も
効
果
が
薄
い
の
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

道
迷
い
遭
難
が
多
い
な
ら
、
講

習
会
で
読
図
を
指
導
す
る
だ
け
で

な
く
、
事
故
の
多
い
山
域
で
の
案

内
板
の
設
置
並
び
に
充
実
な
ど
で

き
る
こ
と
が
ま
だ
あ
る
は
ず
だ
と

い
う
も
の
。

　

こ
れ
に
対
し
、
東
京
、
大
阪
、

神
奈
川
、
京
都
な
ど
規
模
の
大
き

い
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
都
府

県
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
山
岳
県
で
は

な
い
地
域
は
講
習
会
を
実
施
し
、

他
県
の
山
域
で
遭
難
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
促
す
の
が
重
要
と

の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

遭
難
事
故
実
態
の
把
握
に
つ
い

て
は
集
約
が
難
し
い
こ
と
や
、
一

般
登
山
者
か
ら
の
情
報
が
入
ら
な

い
な
ど
、
難
し
い
部
分
で
す
が
、

試
験
的
に
各
地
に
お
け
る
遭
難
事

例
を
全
国
で
情
報
共
有
し
て
み
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

遭
難
対
策
に
関
す
る
講
習
会
を

年
３
回
以
上
実
施
し
て
い
る
の

は
、
新
潟
県
を
含
め
全
国
で
13
都

府
県
で
し
た
。
新
潟
県
に
お
い
て

は
登
山
対
象
と
な
る
有
名
山
域
が

多
く
、
他
県
か
ら
の
登
山
者
も
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
講
習
会
以

外
で
の
遭
難
防
止
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他　

最
近
の
山
岳
事
故
に

つ
い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
、

携
帯
ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た
遭
難

者
の
位
置
特
定
に
関
す
る
調
査
結

果
、
那
須
高
校
生
雪
崩
事
故
に
つ

い
て
な
ど
の
報
告
や
討
議
が
あ
り

ま
し
た
。
各
種
資
料
に
つ
い
て
は

遭
難
対
策
委
員
会
で
保
管
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
29
～
30
日
に
福

井
県
で
開
催
さ
れ
る
第
38
回
北
信

越
国
民
体
育
大
会
に
次
の
監
督
・

選
手
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

北
信
越
５
県
、
各
上
位
２
チ
ー

ム
が
え
ひ
め
国
体
出
場
と
な
り
ま

す
。
（
成
年
男
子
は
全
都
道
府
県

一
チ
ー
ム
が
、
え
ひ
め
国
体
に
出

場
し
ま
す
）

　

え
ひ
め
国
体
へ
の
出
場
を
か
け

て
、
選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

（
成
年
女
子
）

　

監
督　

今
井　

浩
二

　

選
手　

片
桐　

麻
由
子

　

選
手　

瀧
澤　

愉
未

（
少
年
男
子
）

　

監
督　

田
中　

勉

　

選
手　

田
中　

修
太

　

選
手　

渡
辺　

颯
海

（
少
年
女
子
）

　

監
督　

栗
田　

陽
輔

　

選
手　

栗
田　

湖
有

　

選
手　

江
塚　

桜
子

�
祈
！ 
え
ひ
め
国
体
出
場

賛助会員御入会・御入金のお礼
　次の皆様から、御入会、御入金を頂きました。（４月１日～６月29日）（あいうえお順）
市村英明様、井手秀雄様、今井浩二様、遠藤家之進正和様、遠藤俊一様、片桐一夫様、小林由夫様、
土田幸雄様、遠山實様、内藤修様、成海修様、楡井利幸様、橋本正巳様、馬場潤一郎様、藤巻道夫様、
宮崎幸司様、目崎貞良様、森庄一様、山口誠様、山田智子様、渡邉正之様
� 御賛同ありがとうございました。
� 　　　　　新潟県山岳協会　会　長　森　庄一・理事長　楡井利幸・総務委員長　宮崎幸司　
平成29年度賛助会員入会受付中　お申し込みは事務局へお願いいたします。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ニ
ュ
ー
ス
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汚すまい、この道、この山、この川

　今後の行事予定　

９月９日（土）～11日（月）　第41回日山協　自然保護委員総会　石川県大会

10月７日（土）～９日（月）　えひめ国民体育大会山岳競技（西条市）

10月14日（土）～15日（日）　第66回自然保護研修会・親睦登山（下越地区の予定）

10月28日（土）13時～　　　　70周年記念海外登山講演会（新潟市万代市民会館）

10月29日（日）　　　　　　　第２回安全登山講習会・研修会（会場　未定）

▲�

北
九
州
地
方
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
梅
雨
前
線
も
日
本
か
ら
消
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
近
年
の
雨
の
降

り
方
は
尋
常
で
は
な
い
。
気
象
庁
も

50
年
に
一
度
と
い
う
よ
う
な
表
現
を

よ
く
し
て
い
る
。

▲�

５
月
下
旬
、
熊
本
空
港
か
ら
九
州
自

動
車
道
・
大
分
自
動
車
道
を
使
っ
て

由
布
岳
へ
行
く
た
め
、
朝
倉
市
、
日

田
市
を
通
過
し
て
い
た
。
森
の
深
い

山
あ
い
が
続
い
て
い
た
く
ら
い
の
印

象
で
あ
っ
た
。

▲�

丁
度
、
由
布
岳
や
九
重
連
山
は
、
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
咲
き
誇
り
、
全
山

ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。
平
日

で
あ
っ
た
が
、
大
勢
の
登
山
者
が
い

て
、
大
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。

▲�

被
災
地
域
の
南
部
に
九
州
の
最
高

峰
・
九
重
連
山
が
あ
る
。
湿
っ
た
空

気
が
こ
の
連
山
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

▲�

こ
ん
な
集
中
豪
雨
が
な
け
れ
ば
、
の

ど
か
な
山
村
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
が
流
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
遠
藤　

記
）

編
集
後
記

� 海外登山委員長　桐　生　恒　治　

　新潟県山岳協会創立70周年記念事業の一環として、下記内容の講演会を開催します。海外登山に興
味があり夢を持っておられる多数の方々のご参加をお待ちしております。
１．日　時：平成29年10月28日（土）13時～ 17時　
２．場　所：新潟市万代市民会館　６階　多目的ホール　
　　　　　　　新潟市中央区東万代９－１（新潟駅より徒歩５分）
３．内　容：講演Ⅰ　重廣恒夫氏（日本山岳会�副会長）
　　　　　　　　　　「重廣恒夫のヒマラヤ登山塾　＜ヒマラヤ登山15回の経験から＞」
　　　　　　　　　　　�Ｋ２（8611m）日本人初登頂、チョモランマ（8848m）北壁より初登頂、カンチェンジェ

ンガ南峰（8491）・中央峰（8478m）初縦走、エベレスト・チョモランマ・サガルマー
タ３国交差縦走指揮、ナムチェバルワ（7782m）初登頂の隊長などを務めた経験か
ら、探検的ヒマラヤ登山のお話をしていただきます。

　　　　　　講演Ⅱ　橋本しをり氏（医学博士、国際認定山岳医）
　　　　　　　　　　「橋本しをりのヒマラヤ高所順応レクチャー　＜高山病対処法＞」
　　　　　　　　　　�ガッシャーブルム（8035m）登頂、チョーオユー（8201m）やチョモランマ（8848m）

の日本女子登山隊隊長を務めた。医師としての経験と立場からヒマラヤ登山におけ
る高度順応についてレクチャーしていただきます。

４．募集定員　：200名
５．参加資料代：1,000円（学生・生徒　500円）
６・参加申込　：E�mail：niigatakaigaitozan@gmail.com.
　　　　　　　　　仁部哲雄（TEL：025－231－6774）　小山一夫（TEL/FAX：025－265－4417）
７．申込期限　：平成29年10月20日（金）� 以上

予　告

【県山協70周年記念海外登山講演会開催】
≪重廣恒夫がヒマラヤを語る≫


